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資料概要

本書は、近代のアラブ人知識人が、専制支配をめぐっていかなる議論を繰り広
げてきたかを考察した１冊である。

副題に挙げられた「オリエンタリズム」と「裏返しのオリエンタリズム」とは、
過去に行われてきたアラブ・イスラーム世界の専制支配に対する二つの主なアプ
ローチ、西洋人による東洋専制主義論と、アラブ人論客による文化主義的アプロー
チとを指している。アラブ・イスラーム世界における専制支配の不可避性はその
いずれにおいても強調されてきたが、この「間」で欠けているのは、近代のアラ
ブ人思想家による専制主義をめぐる思考と応答のあり方に対する考察だと著者は
考える。

本書では、1870 年代後半から 20世紀初頭にかけて活躍した「ナフダ（復興）
第二世代」と呼ばれる思想家たちが、いかなる時代状況や社会認識を下に専制支
配を語ったかを、膨大な資料を基に、①認識の歩み、②共通の努力、③比較的読解
　の、三つの視点から議論する。アラブ人自身が特定の歴史的文脈の中でどのよ
うな観念を獲得したかを当時の認識体系に基づいて追体験することで、彼らの普
遍的な貢献や多くの知的努力を発見し、評価しようとするものである。
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